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146 - ワーウルフ 
  

   ドイツ国家社会主義において「狼男」とは、武装した政治闘争を指す。これはドイツ

の中世の歴史にさかのぼる。帝国国家の弱体化、地方支配者の恣意、外国軍による占領

の時代に、「狼男」を自称する者たちが、武装闘争とフェメの秘密裁判権によって、人

民の権利と自由を擁護したのである。この古くからの伝統は、戦争末期に第三帝国の国
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家社会主義指導部によって再び取り上げられ、ドイツ国内に進攻してきた第二次世界大

戦の敵軍に対するパルチザン闘争を組織しようとした。この1945/56年のパルチザン運

動は「狼男」と呼ばれ、降伏するまで同名のラジオ局、独自の新聞、ビラによって支援

された。狼男」の闘争は、1946/56年JdFの前半にようやく終結した。 

   戦後から今日に至るまで、ナチス禁止令と国家社会主義弾圧の観点から、新世代の国

家社会主義からも、狼男のスローガンの下に武装闘争を組織しようとする個人やグルー

プが繰り返し出現している。新戦線共同体は、狼男に対して次のような態度をとる： 
  

   真の民衆共同体の創造は、国家社会主義ドイツ労働者党の中心的な政治目標であり、

党が獲得し、闘わなければならない、党に対する大衆の信頼を通じて、人民の同意と人

民の自由意志によってのみ可能である。党が、多数意見が自由に形成され表明されるべ

きであり、権力を掌握する唯一の前提条件は自由選挙で過半数を獲得することであると

いう原則を堅持する西欧型の民主主義の中で活動できるならば、党は、民主主義の手段

を用いて合法的な革命のための闘争を行い、武力抵抗を拒否するだろう。しかし、党が

禁止され迫害されれば、自由のための武装闘争は倫理的に正当化される。占領者の恩恵

によって、今日のドイツの3つの構成国家のすべてが、間違いなくそうなっている。 

   しかし、倫理的に正当だからといって、自動的に戦術的に必須ということにはならな

い。迫害と禁止にもかかわらず、ドイツ連邦共和国（FRG）とオーストリア連邦共和国

における自由資本主義の体制は、少なくとも、自由のための政治闘争の組織化と党の再

建のためにいくらかの余裕を与えている。この余裕は、新戦線の前線組織や大衆組織の

合法的な組織活動や、NSDAP/AOの非合法な宣伝活動を通じて利用されなければなら

ず、利用されつつある。追加的な武装闘争--狼男--の組織は、現在の歴史的状況におい

て、この自由のための闘争を促進することはできず、妨げ、麻痺させるだけである。 

   人狼は、現在の人民には理解も支持もされず、無分別に闘争の決定的な前線から最高

の同志の注意をそらし、彼らを危険にさらし、最後には短時間のうちに彼らを犠牲にす

るだろう。現在の国家社会主義運動は、ドイツで武装闘争を組織しようとする試みの中

で、血を流してしまうだろう。だからこそ、人狼は現在のところ、新戦線やNSDAP/AO

の戦略にも戦術にも含まれていないのである。狼男の唯一の前提条件は、もはや他のい

かなる活動も許さないような完全な迫害、および／または、武装闘争が大衆に歓迎され

支持されるほどに増大した人民の不満である。 
  

 

147 - WILL 
  

   国家社会主義は、自然法則によって決定される生命の現実から出発する。これらの生

命の法則のうち最も重要なものは、遺伝、分化、生存競争とその結果としての淘汰であ

り、すべての生命体と種に等しく適用される（「エリート」を参照）。 

   しかし人間という種は、自由意志を持つ唯一の既知の生命体であり、それゆえ一時的

に-たとえ退廃と種の死を代償にしたとしても-生命の法則に逆らって生きることもでき

る。それゆえ、種の保存と人間という種の発展は、本能や反射によって確保されるもの
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ではなく、種と自然に従って生きようとする意識的な意志を必要とする。アーリア人種

の保存と発展（アーリア人を参照）を主目的とする国家社会主義において、意志が重要

な概念のひとつであるのはそのためである。 

   もちろん、これは何よりも生活態度としての国家社会主義、すなわち価値理想主義の

倫理に関わることである。国家社会主義は意志を持った人間を教育する。認識、意志、

行為が一体となった人格である（ハイルという救いも参照）。認識は、国家社会主義の

科学的認識の教義、すなわち生物学的ヒューマニズムによって可能になる。 

   しかし、認識は実を結ばないままであり、存在するための人間の戦いは意志なしには

考えられない！意志がなければ何も考えられず、世界も人生も無価値で無意味なものに

沈む。しかし意志は、自然の法則の枠内で、あらゆることを行うことができる。意志は

新しい世界を創造し、人間の人生に意味と価値を与える。 

   人間は共同体の存在であるから、種の保存と発展にも共同体の意志が必要である：人

間一人ひとりのエネルギー、力、意志のパフォーマンスを総動員して束ね、組織化し、

共通の目標に向かわせる意志の担い手が必要なのだ。この意志の担い手が国家社会主義

党である（国家社会主義ドイツ労働者党を参照）！ 

   党は、必要かつ基本的な意志の共同体であり、したがって、国家と帝国という偉大で

包括的な意志の共同体の組織的・政治的前衛であり、それは、党のために戦い、党に

よって形成され、党によって運ばれる。国家社会主義者の世界と人生-これらは、ただ

自然の生命の永遠の法則と自らの自由意志だけである！ 
  

  

148 - 時の変わり目 
  

   真の革命とは、あらゆる価値観の再評価であり、それによって人生感や基準、考え方

が変わり、新しい世界、新しい時代をもたらす。革命は時代の転換期である！だからこ

そ、革命には通常、時間計算の変更も伴う。 

   キリスト教の革命は「キリスト誕生後」の暦を作り出し、啓蒙思想の革命は「共和制

の年」という暦を押し付けようとした。また、イタリアのファシズムは、1922年のロー

マ進軍に始まる「ファシストの時代」の年数を数えていた。 

   国家社会主義は、現代の決定的な革命であり、新秩序につながる時代の転換を開始す

るものである。この国家社会主義の時代の転換の実際の革命的内容は、政治における生

物学的思考であり、それは生物学的ヒューマニズムの科学的認識論に由来し、新しい倫

理、価値観念論の人生に対する態度を伴っている。 

   したがって、この時間の転換によって形作られる生命は、遺伝、分化、生存のための

闘争といった生物学的な自然法則と、倫理的に基礎づけられた共同体への意志と意識的

に一致する。したがって、民族社会主義の世界運動が、アーリア人が生活するあらゆる

場所で、新しい時間の計算によって、この時間の転換を表現し、象徴していることは自

明である。この時間の計算は、国家社会主義の世界観と党の創造者であり、アーリア民

族の時間の転回者であり、救いの担い手である独創的な人格（救いの別名ハイルも参

照）、すなわち指導者A D O L F H I T L E Rを指している！ 
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   アドルフ・ヒトラーの誕生によって新しい時代が始まり、ヒトラーの名において新秩

序が形作られる。したがって、1989年4月20日-総統の誕生日-は、第1回「総統の年」

（JdF）であり、こうして世界中のすべての国家社会主義者にとって国家社会主義の時

代が始まるのである。 
  

  

149 - 利息の束縛 
  

   国家社会主義は、民衆の社会主義共同体を建設しようと努めている。このような民衆

的性格をもつ非マルクス主義の社会主義は、労働者階級の倫理的基礎の上に、民衆のす

べての構成員の権利と義務の平等に基づいている（「倫理」を参照）。 

   したがって、民衆同志の最も重要な権利は、働く権利である。同様に、民族社会主義

ドイツ労働者党の党綱領の第10項で要求されているように、民族共同体のために精神的

または肉体的に働くことは、民族同志の第一の義務である。労働や努力を伴わない収入

は、原則的に拒否される。 

   民衆同志は、自分の仕事によって生活し、自分の業績に応じて報酬を受け、自分の才

能に応じて、自分の能力を最大限に発揮して、自分の仕事によって民衆共同体に奉仕す

る。この基本的な倫理的態度は、党綱領の第11項で規定されているように、国家社会主

義人民国家（国家を参照）の貨幣制度にも影響を及ぼす： 
  

   利権の束縛を打ち砕くこと。この要求は、党綱領の礎石であり、国家社会主義全般の

最も重要な要求の一つである。 

   利子とは、資本主義の搾取的経済形態の

倒錯したクライマックスである。人間だけ

でなく、お金も「働く」という考えに終止

符を打つ必要がある。極端な場合、十分な

お金を持っている人は、自分で働く代わり

に、このお金を自分の代わりに「働かせ

る」ことができる（融資、利子、投機的利

益、株式市場操作などを通じて）。利子へ

の束縛を断ち切ることだけが、新秩序を可

能にする。新秩序では、指導者アドルフ・

ヒトラーの言葉によれば、人間ではなく、

経済のために経済があり、お金のために経

済がある：「貨幣は経済のためにあり、経

済は人間のためにある」。 

   利子による束縛を打ち破り、無利子の経

済秩序を導入することだけが、民間経済と

国家間の致命的な競争を平和的な競争に変

えることができる。合理的に管理され、循
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環経済や均衡経済が発展し、利子経済や貨幣の世界を支配する者たちの利潤や政治的利

益を利子貨幣として奉仕するために、貨幣が絶えず循環から引き出されることがなけれ

ば、すべての人に十分なものがある。 

   国民経済の自由は、利子経済の助けを借りて庶民を奴隷にし、依存させ続ける世界大

金融の力を奪うことによってのみ達成できる。したがって、この利権への束縛に反対す

る闘いは、国内的な闘いであるだけでなく、自由を求める世界的な闘いでもある。この

闘いにおける重要な外交政策の味方は、利権経済を禁じるイスラム教である。 

   国家社会主義は、利子の束縛を断ち切り、その結果、内部的には労働のない楽な収入

の主な源泉を、外部的には自由な民衆の束縛を排除する。革命後の最初の具体的措置

は、すべての銀行、保険会社、その他の貨幣企業の国有化である。国家通貨の管理は、

完全かつ独占的に人民の国家に委ねられなければならない。 
 

 

150 - シオニズム 

  

   シオニズムはユダヤ教の民族運動であり、強盗国家イスラエルの国家イデオロギーで

ある。シオニズムが、ユダヤ民族の生存と発展を保証する独自の国家を形成するユダヤ

民族の創造を望んでいると主張する限り、それに反することは何もない。これはどの民

族にとっても普通の願望だろうし、ユダヤ教を普通の、精神的に健全で平等な民族にす

るのに役立つものなら何でも歓迎されるべきだ。しかし、そのようなユダヤ人国家がパ

レスチナに存在し、土地の窃盗に基づくものであってはならない。 

   しかし、イスラエルという強盗国家をめぐるこの地域紛争よりも重要なのは、ユダヤ

教とその民族運動の目標が、通常の国民国家の創設ではなく、世界支配の獲得にあると

いう事実である。したがって、イスラエル国家も通常の国家ではなく、国家主権を与え

られた陰謀の中心である。それは国家的な努力のゴールではなく、世界征服に向かうた

めの道具なのだ。世界中に散らばるユダヤ人社会もまた、自国への移住を目指す集団で

はなく、支配を目指す強力な道具である。 

   シオニズムは、世界支配を追求する世界ユダヤの組織的権力である。シオニズムは、

強盗国家イスラエルの国家主権と、世界中の影響力のある強力なユダヤ人社会、シオニ

スト世界組織、個人の二重の忠誠心を利用している。こうしてシオニズムは、すべての

民族の自由を脅かす世界の疫病となり、「選ばれた人々」にすべての民族を支配し搾取

する権利を与える挑戦的な妄想となる。 

   世界的な抵抗は、精神的にはいわゆる反ユダヤ主義によってなされ、政治的には自由

を求める反シオニスト闘争によってなされた。この闘争は、国連に代表される国々の圧

倒的多数が、シオニズムを「人種差別」、つまり自国民を他国民よりも優位に立ち、他

国民を支配する「選ばれた」存在と見なそうとする努力として厳粛に非合法化したとき

に、最初のクライマックスを迎えた。 

   ドイツでは、国家社会主義ドイツ労働者党の党綱領は、アーリア人とユダヤ人の人種

的分離と、ドイツ人によるドイツ人のための国家統治の努力を盛り込んだ第4～8項目

に、反シオニズムの要求を盛り込んでいる。このように反シオニズムは、国家社会主義

党の政治闘争の最も重要な要素の一つである。 
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   全体として、国家社会主義はユダヤ人問題の世界的な最終解決を目指している。それ

は、敵対的な残虐宣伝が主張するようなユダヤ民族の絶滅でも迫害でもない（ホルカウ

ストも参照）。真の最終的解決とは、今日シオニズムが影響を及ぼし、支配し、搾取し

ている民衆の自由を可能にし、回復させることであり、ユダヤ民族がもはや人類の災い

ではなく、普通の民衆になるのを助けることである。 
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53. 
  

   ビスマルク・ドイツ』より： 

   チャーチルは大いなる彼方へ 

   「床磨きに行け！」と聖ペテロは命じる。 

   「何だと？偉大な政治家である私が床磨きをしろというのか？ルーズベ

ルトは何をしているんだ？ 

   "厩務員！" 

   「スターリンは？スターリンは？   

   "ストリート・クリーナー！" 

   チャーチルは真剣な面持ちでこう問いかける。    

   聖ペテロは首を振って答える："アドルフがオフィスに座っている限り

無理だ！" 
  

  

54. 
  

   筋金入りの活動家であっても、道行く見知らぬ人と政治談義に花を咲か

せたくないときがある。先週、テレビであなたを見ましたよ」と言われた

とき、私は彼の目を見てニヤリと笑い、「あれは私の邪悪な双子の兄弟に

違いない！」と答えた。 

   彼はただ笑っていた。賛否はともかく、彼にもユーモアのセンスはあっ

たようだ。 

   私が子供の頃、クッキーの瓶に手を突っ込んで捕まったとき、母が同じ

ような反応をしていたら......！ 

鉤十字の下で楽しむ 
  

国家社会主義活動にも、明るい瞬間がある！以下は、ゲルハルト・ラウクの小冊子

『鉤十字の下の楽しみ』からの抜粋である。 
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